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㧤㧚㧣 ⑔ፉ╙৻㧢ภᯏのኻᔕ࠻ࡦ࡜ࡊߣのേ߈ 

 

㧔㧝㧕ኻᔕ状況 

 

㧨࿾㔡⊒↢ࠄ߆ᵤᵄ೔㆐߹ߢ㧪 

 

・ ３月１１日１４時４６分に地震に襲われた時点で、６号機は定期検査中であり、原

子炉内に燃料が装⩄され、冷温停止状態であった。 

・ 地震発生時は、全制御᫔は全ᝌ入位置にあり、地震による停止状態の異常は認めら

れなかった。 

・ 地震の影響で、ᄛの᫪線の㋕Ⴁ倒უなどによって外部電源が全喪失したことにより、

３月１１日１４時４７分、非常用Უ線の電源が喪失し、非常用Ｄ㧛㧳６Ａ、６㧮、高

圧炉心スプレイ系Ｄ㧛㧳が自動起動し、非常用系の高圧電源⋚（Ｍ㧛Ｃ）の電源が回

復した。 

・ 津波の影響を受け、非常用Ｄ㧛㧳海水系ポンプまたは電源⋚の被水等（非常用  

Ｄ㧛㧳本体を除く）により非常用Ｄ㧛㧳６Ａ及び高圧炉心スプレイ系Ｄ㧛㧳が停止し

た。このため、高圧炉心スプレイ系ポンプは電源喪失により使用ਇ能となった。非常

用Ｄ㧛㧳建屋に設置されている空冷式の非常用Ｄ㧛㧳６㧮については、海水系による

冷却の必要がないこと及び電源⋚が被水しなかったことなどから停止に至らず、非常

用の高圧電源⋚（Ｍ㧛Ｃ－６Ｄ）の電源を供給し続けた。 

・ また、ᱷ⇐熱除去海水系ポンプは、ポンプ本体が海水に౰水し、使用ਇ能となった。

このため、ᱷ⇐熱除去系及び低圧炉心スプレイ系ポンプはモータ、熱交換器等の冷却

ができず、使用ਇ能となった。 

 

㧨ᚲౝ㔚Ḯ♽⛔の⃻႐⏕⹺㧪 

 
・ ３月１１日２３時３０分頃から、５，６号機所内電源系統の点検のため、運転員は

現場に向かった。電源設備は、一部の高圧電源⋚（Ｍ㧛Ｃ）が津波の影響で使用ਇ可

であったが、直流電源設備は被水を免れ使用可能であった。 

・ また、非常用Ｄ㧛㧳６㧮は、津波の被害を受けずஜ全であることを確認した。 

 
㧨ਛᄩ制ᓮቶౝⓨ᳇ᵺൻの開ᆎ㧪 

 

・ １２日６時０３分、非常用Ｄ㧛㧳６㧮から所内電源供給の構成を開ᆎし、同日１４

時４２分、非常用Ｄ㧛㧳６㧮からの電源により、５，６号中央制御室非常用換気空調

系（５号側：２บ、６号側：１บ）のうち６号側の空調系を手動起動し、中央制御室

内の空気ᵺ化を開ᆎした。 

 

㧨ේሶἹ࿶ജのᷫ࿶ߣේሶἹ߳のᵈ᳓㧪 

 

・ 復水補給水系ポンプは、非常用Ｄ㧛㧳６㧮からの電源供給により起動できる状態で

あり、３月１３日１３時０１分に手動起動し、１３時２０分、復水貯蔵タンクを水源

として復水補給水系による代ᦧ注水ラインを使用した原子炉注水を開ᆎした。以降、

断続的に原子炉への注水を継続し水位を調整した。 
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・ 一方、፣უ熱の影響により、原子炉圧力が緩やかに上᣹してきたことから、３月  

１４日以降、主蒸気ㅏがし安全弁を中央制御室から手動開操作し、原子炉圧力の減圧

を断続的に実施した。 

 

㧨૶↪ᷣΆᢱ࡞࡯ࡊ᳓の᷷ᐲ਄᣹ᛥ制㧪 

 

・ ３月１１日の津波の影響により、補機冷却海水系が機能喪失したことから燃料プー

ル冷却ᵺ化系の除熱機能が喪失した。また、地震時のスロッシングによる使用済燃料

プール水位低下の可能性があったことから、３月１４日１４時１３分からアクシデン

トマネジメント策で設置されたラインを使用して水張りを実施したところ、プール水

の正確な温度が判明し、地震発生前の⚂２５͠から５０͠⒟度まで温度が上᣹してい

ることが確認された。以降、使用済燃料プール内の፣უ熱について温度上᣹率を評価

したうえで、プール水温の監視を継続した。 

・ 海水系による除熱機能復旧までの間、使用済燃料プール水温の上᣹を抑制するため

のᥳ定処置について、発電所対策本部にて３月１６日ᦺから検討を行った。６号機の

燃料プール冷却ᵺ化系ポンプ及び原子炉補機冷却系ポンプが非常用Ｄ㧛㧳６㧮から

の電源供給により起動できる状態であったことから、燃料プール冷却ᵺ化系によるプ

ール水のᓴ環・ᡬᜈ運転及び原子炉補機冷却系のᓴ環運転を行うこととし、同日ඦ後

以降実施した。その結果、プール水温度の上᣹を抑制できた。 

 

㧨㕖Ᏹ↪㧰㧛㧳のᓳᣥ㧪 

 
・ ３月１５日ᦺ、運転員は、５，６号機屋内外設備状況の確認を実施し、໑一動いて

いる非常用Ｄ㧛㧳６㧮に加え、非常用Ｄ㧛㧳６Ａをバックアップとして復旧し、電源

系を補強する必要性を確認した。 

・ ３月１７日から１８日にかけて発電所対策本部復旧班で海水ポンプエリアの浸水

状況や外観の損傷状態等の目視点検、機器の⛘✼ᛶ᛫測定等を実施し、非常用Ｄ㧛㧳

６Ａが起動可能であることが確認された。３月１８日１９時０７分に非常用Ｄ㧛㧳 

６Ａ海水ポンプを起動、３月１９日４時２２分に非常用Ｄ㧛㧳６Ａを起動した。これ

により６号機の非常用電源は非常用Ｄ㧛㧳２บが確保された。 

 
㧨ᱷ⇐ᾲ㒰෰♽のᓳᣥ㧪 

 

・ ３月１１日以降、原子炉水位及び使用済燃料プール水位はච分に確保されていたも

のの、水温が上᣹௑向にあることを踏まえ、３月１５日ᄕ方に本店対策本部内にて原

子炉と使用済燃料プールの冷却方策検討指示が出され、⠉１６日から本店にて検討を

開ᆎした。ᱷ⇐熱除去海水系は電源車を電源として一般᳢用品の水中ポンプによる代

ᦧ策により復旧することを１６日ඦ後から深ᄛにかけて順次発電所に提案した。 

・ これを受けて、発電所では、前日まで１～４号機への事故対応支援を行っていた要

員を๭びᚯし、５，６号機対応の体制を整えた上で復旧策の詳細検討、設備調査、準

備作業及び各種調整を開ᆎした。 

・ 準備作業として、３月１７日より઒設のᱷ⇐熱除去海水系ポンプ（水中ポンプ）設

置に関わるエリア調査を౗ねての瓦礫撤去、工事用道路の整地を開ᆎした。 
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・ ３月１９日に高圧電源車からの઒設電源ケーブルの敷設と屋外ポンプ操作⋚の設

置が完了したことから、同日２１時２６分に઒設水中ポンプを起動した。 

・ ᱷ⇐熱除去系ポンプ（㧮）は非常用Ｄ㧛㧳６㧮から電源供給が可能であり、同日  

２２時１４分、ᱷ⇐熱除去系ポンプ（㧮）を手動起動し、非常時熱⽶⩄モードで使用

済燃料プールの冷却を開ᆎした。 

 

㧨ේሶἹの಄᷷஗ᱛ㧪 

 

・ ３月２０日１６時２６分、非常時熱⽶⩄モードで使用済燃料プールの冷却をしてい

たᱷ⇐熱除去系ポンプ（㧮）を手動停止し、同日１８時４８分に停止時冷却モードで

ᱷ⇐熱除去系ポンプ（㧮）を再度起動し、原子炉冷却を開ᆎした。同日１９時２７分

に原子炉水温が１００͠未ḩとなり、原子炉冷温停止となった。 

・ 以降、ᱷ⇐熱除去系による停止時冷却系モードでの原子炉冷却と非常時熱⽶⩄モー

ドでの使用済燃料プールの冷却を交੕に実施した。 

 

㧨ේሶἹᑪደの⽶࿶⛽ᜬߣ᳓⚛ࠟࠬߚߒ↢⊑߇႐วのኻᔕ㧪 

 

・ ３月１１日１５時３６分、非常用Ｄ㧛㧳６Ａ停止により非常用ガス処理系（Ａ）は

電源喪失となっているが、非常用ガス処理系（㧮）は非常用Ｄ㧛㧳６㧮からの電源供

給によって継続して運転しており、原子炉建屋の⽶圧が維持された。 

・ また、地震発生以降、原子炉及び使用済燃料プールの水位は維持されており、ただ

ちに水素ガスが発生する状況ではなかったが、余震により設備が被災し、注水機能や

除熱機能が失われるリスクもあることから、３月１６日より発電所対策本部にて水素

ガスṛ⇐防止策を検討し、ਁ全を期すため、ボーリングマシーンを使用して原子炉建

屋の屋ᩮ（コンクリート）にሹあけ（直ᓘ⚂３．５㨏㨙～７㨏㨙を３ࡩ所）作業を実

施し、３月１８日１７時００分に完了した。 

 

㧔㧞㧕߹߼ߣ 

 

６号機は、非常用Ｄ㧛㧳１基を確保でき、事故対応に必要な監視計器の確認が可能で

あったこと、また、ᣧ期に復水補給水系による注水及びᱷ⇐熱除去系・ᱷ⇐熱除去海水

系を復旧し、冷却機能を確保できたことから事象の進展が抑制された状態で冷温停止に

至った。 
なお、この一連の対応においては、日頃の教⢒・訓✵及び業務のⓍみ重ねによる経㛎

が生かされるとともに、これまでに整備してきたアクシデントマネジメント策を有ലに

機能させることができた。 
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平成23年
3月11日 14:46

第一波15:27
第二波15:35

15:36

3月13日 13:01

13:20

3月14日 14:13

3月16日 13:10

3月18日 17:00

19:07

3月19日 4:22

21:26

22:14

3月20日 19:27

福島第一発電所６号機 地震後の主な流れ

日付 時間 原子炉制御 使用済燃料プール冷却

地震発生

津 波 襲 来

・外部電源喪失
・非常用ディーゼル発電機自動起動
 （D/G6A,D/G6B,HPCS D/G）

非常用ディーゼル発電機２台(D/G6A，HPCS D/G)トリップ

原子炉注水開始

・以降、断続的に注水

ＳＦＰへの水の補給開始

非常用ディーゼル発電機（Ｄ／Ｇ６Ａ）起動

・D/G6Bは停止せず

復水移送ポンプ手動起動

・以降、必要に応じて注水

ＦＰＣポンプ手動起動

・除熱機能がない
　循環運転

原子炉建屋屋上孔あけ作業終了

非常用ディーゼル発電機（Ｄ／Ｇ６Ａ）海水ポンプ起動

仮設ＲＨＲＳポンプ起動（電源車からの仮設電源）

ＲＨＲ手動起動

・外部電源喪失
・非常用ディーゼル発電機自動起動
 （D/G6A,D/G6B,HPCS D/G）

・ＳＦＰ冷却及び原子炉冷却
を切り替えて実施

原子炉冷温停止 （原子炉水温＜100℃）

・3/14以降SRVにて減
圧を断続的に実施


